
１　はじめに

本校における教育支援プログラムとして、エンマチョ

ウVersion１は主に出席管理をメインに構成してきた。

この間本校における教育環境も大きく変化してきた。高

専自体が独立行政法人化に移行された結果、各校は独自

の特色を強く押し出す必要性に迫られている。本校の中

期目標の目玉の一つとして Jabee認定がある。この認定

を受けるため各高専がしのぎをけずっている状態であ

る。当然教育現場においても良かれ悪しかれ影響が出て

きている。この中で特に Jabee認定への教科ファイルの

作成が各教員に義務づけられている。このファイル作成

のためかなりの労力を要する。このことにより教員は成

績処理に対し従来本校独自の成績処理の様式に合わせ

て作成するほかに Jabeeにも対応せねばならない。これ

らは大筋では一致しているが表記の点で微妙に違いが

ありかなり煩わしい。本論文では前回開発したエンマチ

ョウ ver 1に新しい機能を追加し、さらに Jabeeにも対

応出来るよう大幅に改良を加えた。

２　成績処理のアンケート結果

平成１６年度から Jabee認定に向かって本格的に資料

作りが始まっている。特に各教員は科目教科ファイルを

作成しなければならない。このため従来の成績処理など

がより複雑になることが予想される。さらに本校独自の

申し合わせとしてクラス平均点６５点以上、各学期の提

出成績も前学期を考慮した成績を出すこと、シラバスに

よる点数配分などかなり複雑である。そこで先生方はど

の様に成績処理をしているか以下の様なアンケートを

実施し、４３名の先生から回答をえた。

a具体的に成績処理はどのようにされていますか

①教務手帳のみで行っている。 ・・・６名

②教務手帳にエクセルを併用している・・・３０名

③アクセスを使用している　　　　　・・・０名

④その他　　　　　　　　　　　　　・・・７名

sエクセルを利用している先生にお伺いします

①表に関数のみを設定している　　　・・３０名

②マクロを利用している　　　　　　・・・０名

d今後どうしたいと思われますか

①従来通り教務手帳に記入する　　　・・・２名

②エクセルを併用する　　　　　　　・・・３２名

③ソフトを利用する　　　　　　　　・・・３名

④自作する　　　　　　　　　　　　・・・３名

f学生の出欠についてお伺いします

①教務手帳と出席簿に記入する　　　・・・４３名

②教務手帳のみに記入している　　　・・・０名
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③特別な工夫をしている　　　　　　・・・０名

これをみると大多数の教員はエクセルを使用しているが

これは単に表計算としてであってマクロ機能は使ってい

ない。ただしエクセルにはアクセスと違ってデータベー

スとしての機能はないが、メジャーなソフトであるので

それ自体でもかなりの処理が行える。また出欠について

は工夫をされている教員は皆無であった。

３　システム概要

本システムの構成を図１に示す。

図１　システム構成図

3.1 開発環境

本システムの開発環境はOSとしてマイクロソフト社

のWindows XP上で同社のVisual Basic Ver６（ＶＢ）

を用いて、プログラム開発を行った。モバイル用として

各社から販売されているＰＣはＢ５サイズで重量が 1Kg

から 1.5Kg、メインメモリ 64MB、CPUは１GHz、液晶

画面の解像度XGA、Sound機能、HD(40GB)、バッテリ

ー使用可能時間は約２時間以上のスペックが主流であ

る。 そのほかデジタルコンテンツ作成のためのスキャ

ナー、デジタルカメラなどが必要である。

3.2 音声合成エンジン

本ソフトには音声合成エンジンを搭載している。具体

的な適用として教員の替わりにコンピュータが音声合成

を用いて学生の名前を読み上げることにした。男女どち

らの声でも読み上げが出来声の品位も普通と変わらずか

なりなめらかである。この音声合成部分はOKI電気か

ら提供されているActive X コントロール（OCX）を使

用する。このOCXをＶＢ上から使用出来る様にしたも

のである。

3.3 データベースエンジン

本システムのデータベースはMicrosoft Access2000

形式のデーターベースである。VBでAccessのデータべ

ースファイルへの橋渡しをするのがデータコントロール

である。レコードを削除したり、検索や抽出を行うアプ

リケーションを作成するにはVBでデータアクセスオブ

ジェクト(DAO)を作成する必要がある。プログラム中で

データベースを操作するDAOはMicrosoft Jetデータベ

ースエンジンによって定義されているオブジェクト型で

これによってデータベースにアクセス出来る。データベ

ースアクセスの流れを図２に示す。

図２　データベースの流れ

3.4 その他の機能

教授支援のためのハードウエアとしてワイアレスマイ

ク、ＦＭ送信機、ミキサー、スピーカーを構成する。こ

れはＰＣの音声出力が小さいため、アンプを外付けにし

音声合成と先生の声をミキシングしてスピーカーに出力

する。また講義ノート、教務内規、学生便覧等のＰＤＦ

ファイル化を行う環境を構築する。

４　教務手帳のプログラム化

学校規模のデータを取り扱う場合は本格的なデータベ

ースの構築を行わなけれ

ばならないが、教務手帳は

主にスタンドアローンと

して利用するので教員が

使いやすいように、データ

の取り回しやセキュリテ

ィの面を考慮してプログ

ラムを作成する必要があ

る。年度によって学生数が

変化するので単年度ごと

にデータベースを作成す

る方が合理的である。各ク

ラスのデータベースは図

３のファイルツリー構造

の年度フォルダに作成さ

れるようにする。この時次

年度とのデータベースと

はリレーションが取れな

いので効率的な入力をするための支援プログラムを開発

する必要がある。これらのファイル、フォルダはプログ

ラムで自動生成される。
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図３　ツリー構造



4.1 初期設定

使用年度の設定や教員が受け持つ科目、クラスの設定

を行うためのデータベース、テーブルの作成プログラム

をウイザード形式で設定する。

4.2 データ管理プログラム

クラス学生のデータは単年度構成になっているため、

過年度のクラスデータを再度入力する必要があるが、留

年生、退学生、編入学生、留学生以外の個人情報のデー

タは大体同じであるので過年度のデータを簡単に入力で

きる入力支援プログラムを付加する様にする。

4.3 出席管理プログラム

プログラムのアルゴリズムは基本的に教員が普通にや

っていることを忠実にプログラムする事にある。まず教

員が学生の名前を名列順に

呼んでいき出席の確認をす

る。最後まで行ったら再度

欠席者のみに対して名前を

読み上げる。次に１５分が

過ぎた時点で遅刻と欠席者

の確認を行う。ここで１時

間目の出席者、遅刻した

者、欠席者が確定する。さ

らに４５分が過ぎた時点で

２時間目の出欠を確認す

る。この間欠席、遅刻、早

退などの訂正を随時に行え

るようにする。

4.4 成績管理プログラム

教員の成績処理の負担を軽減するとともに誤記入を極

力減らすようにする。さらに Jabee用の教科ファイル作

成のためのデータをエクセルに転送するプログラムを作

成する。クラス平均点なども簡単に参照可能にする。

4.5 その他のプログラム

主に担任のためにあると便利なものとして学生の個人

データの住所をクリップボードに転送することによって

地図データを表示する機能、時間割月間行事予定表など

のビットマップデータ、学生便覧、学生指導必携、講義

ノートなどのＰＤＦファイルのビューアを作成する。各

ホームのタスクバーにほかのアプリへの入出力、など教

務手帳に必要なものはほとんど付加機能として作成す

る。図４に作成するFormの一覧を示す。

５　実行結果

5.1 初期メニュー・初期設定

開発したプログラムを実行すると、最初にパスワード

の入力を要求する（図５）。その後「エマチョウVer.2」

の初期メニューが表示される（図６）。次にエンマチョ

ウを使用するための初期設定として自分の担当している

クラスと担当科目のデータベースを登録する。

これは最初の一度だけウィザードに従っていけば自動

的に登録される。以後は年度設定だけで使えるようにな

る。現在の登録一覧を図７に示す。このとき登録の最大

数は各クラス４教科である。

ただしこれは専門教科を対象にしているので一般教科

の教員に対しては少しプログラムの変更が必要である。
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図４　Form一覧

図５　ログイン画面

図６　メニュー画面

図７　設定画面



5.2 データ管理

データ管理画面については、個人情報のデータ欄を増

やした。またデータ入力支援を強化した。

5.3 出席管理

席順登録画面では登録した名簿を元にクラス内のどの

席にどの学生が座っているかを登録する。クラス全員の

席順が登録されると保存され初期メニューに戻る。

（１）読み上げ画面

学生の席順が登録されるとエンマチョウは授業中この画

面（図８）を常時表示しておくことになる。クラスと科

目が選択されると登録されていたクラスの席順を表示す

る。このときデフォルトとして連続時間が設定されてい

る。この画面には二つの出欠をとるプログラムを選ぶこ

とができる。一つめは音声合成技術を使って出欠をとる

場合である。これは読み上げをクリックすると名列順か

らと、席順の場合は画面左下から学生の名前を音声合成

によって男女どちらの声でも読み上げる事ができる。学

生の出欠に応じて教員が座席のテキストボックスにチェ

ックをいれると出席は青、欠席は赤に座席の色が変る。

色が変わった直後に自動的に次の学生の読み上げを行

う。全員の出欠を取り終えるともう一度欠席者のみに対

して読み上げ再確認を行う。この画面にはタイマーが設

定されて１５分を経過した時点で再度コンピュータが自

動的に遅刻者の名前を読み上げ教員が出欠の確認を行

う。ここでの遅刻者は黄色に座席の色が変わる。以上の

処理を自動的に行う。さらに４５分が経過した時点でコ

ンピュータが音声で「出欠の確認を行います」と発声す

る。ここで２時間目の出欠の確認を行う。また出欠の訂

正はいつでも該当する学生の座席をクリックすることに

よって訂正画面を呼び出し訂正が簡単に行える。訂正画

面では公欠、忌引き、早退、遅刻その他、交通機関の延

着証明書を持った学生に対しても対応できる。これらは

自動的にファイルに記録される。もう一つの方法は読み

上げを行わず単に座席のみをクリックして遅刻、欠席を

登録する方法である。そのほかこの画面には学生名をク

リックすると学生の欠課時数や個人情報を呼び出すこと

が出来る。また各種のビューアも表示できる。

（２）出席状況表示画面

初期メニュー画面で「出欠一覧表」（図９）をクリック

すると選択したクラス全学生の日付毎の出席状況、トー

タルの欠課数を表示する。これは教務手帳に記入する形

式と同じ表示にしている。これらは基本的にVer１と変

わっていないが、講義日が時間まで表示にしたので１日

に同じ教科を２回以上行ってもきちんと記録出来る。

そのほか講義日の削除、挿入、エクセルへのデータの出

力が可能になった。ここで×は遅刻、／は欠課、×ｿは

早退を表す。× *は遅刻で延着証明のある者、／ｷは忌

引き、／ｺは公欠、－は休学を表しこれらは欠課時数に

計算されない。この画面での訂正は学生の名前と日にち

に該当するグリッドをクリックする事によって出欠訂正

画面を呼びだし訂正が可能である。

（３）学生実験・卒研

学生実験・卒研についての出欠管理は読み上げ画面を利

用していない。実験については各学科、また同じ科でも

学年によって違うのでここでは筆者の場合をプログラム

した。（図１０）卒業研究については研究室に所属する
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図８　読み上げ画面

図９　出欠一覧表

図１０　学生実験フォーム



学生を対象にしている。

5.4 成績記入

これについては出席管理と並んで教務手帳の大きな役

割であるので誤記入、計算間違いがないよう工夫した。

成績記入画面（図１１）は今回大幅に変更したところで

ある。その基本は本校の教務の成績のルールに従うよう

に作成することと、Jabee用の教科ファイルのデータを

記録することである。成績記入欄には年４回の定期試験、

最大１０回の小テスト、レポートの成績が記入できる。

さらに成績配分の項はシラバスに配分された割合（％）

を記入する。これによって提出成績がキーのクリックに

よって即座に計算できる。これらは成績一覧表のデータ

ベースに記録される。本校ではクラス成績の平均点の規

制があるので１１のクラス平均を簡単に計算できるよう

にした。さらに提出成績に対してはエクセルに出力がで

き、教科ファイルに沿った印刷等が可能になった。欠課

時数は出席管理におけるデータが自動的に記入される。

また Jabee認定では不可Ａに対して解消までの指導の記

録が必要になるので、これらをデータベースとして記録

する。（図１２）これは年度に関係なく記録が残ってい

くようになっている。

６　実際の使用結果

Ver１については約１年間、Ver２については半年間

使用した結果について述べる。

（１）遅刻者は１、２年では比較的に少ないが３年以上

になってくるとかなり増えてくる。これらの学生が授業

の始めにバラバラと入ってくるので、その度に遅刻の確

認を行っていると授業がしばしば中断される。このソフ

トを使うと１５分経過した時点できちんと遅刻者の確認

を行うのでその間の授業がスムースに行われた。しかも

コンピュータで時間の管理を行っているので学生とのト

ラブルも皆無となった。さらに４５分で音声での出欠の

確認のメッセージが行われるので忘れることなく２時間

目の出欠が確認される。早退についてはソフトテスト中

は事例がなかったが対応は簡単に行える。 またVer２

からは出欠のチェックのみの場合も加えた。このため出

欠の管理については非常に厳正でさらに使いやすくなっ

たと思われる。

（２）授業中読み上げ画面は常に表示されており、学生

の顔と名前、座席出欠状況が色別になっており授業がや

り易すかった。学生の情報例えば個人情報、欠席情報、

講義の参考情報を簡単に参照できる様になった。

（３）成績記入については中間試験だけであるが、クラ

ス平均点が簡単に表示でき非常に使いやすい。またデー

タベースを使用しているのでファイル操作の煩わしさが

ない。

（４）音声合成の利用についてであるが、最初は少し違

和感が感じられたが慣れてきたら以外と便利であるよう
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図１１　成績記入

図１２　不可Ａの記録

図１３　検索機能



に思えた。そのうち学生もコンピュータの音声に半数ぐ

らい応答するようになった。ただＰＣの場合音声出力が

小さいので外部アンプを使用しなければならずセッティ

ングが煩わしく感じた。Ver２からは音声合成を使わな

い設定も可能になった。

（５）各フォームのメニューバーに多くの付加機能を追

加した。この中で初期メニューからの検索機能が非常に

便利である。アクセスには強力な検索機能があるのでこ

れを利用してプログラムで検索用のクエリーを作成し

た。この一例を図１３にあげる。これらのラジオボタン

をクリックすることによってほしい情報が簡単に得られ

るようになった。

７　教務手帳のセキュリティ対策

PCの性能発展は想像以上に早く、ゆうに40GB以上の

HDの容量を持った物もたくさん出回ってることから、

全学生の個人データを簡単に持ち歩くことも可能であ

る。これは便利な反面紛失、盗難にあうと言う事態も起

きないとも限らない。これからは万が一の場合を考えて

データが外部に漏れないような管理が必要である。漏洩

を恐れてPCの利用を制限すればこれからのＩＴ時代を

乗り切れないであろう。それよりもしっかりしたセキュ

リティ対策を施すべきである。本ソフトのセキュリティ

対策は、PCのバイオスによる使用者としてのパスワー

ド、さらにエンマチョウソフト全体にパスワードの設定

（図５）を設けている。次にOSであるWindows XPによ

るフォルダやファイル（例えば図３のツリー構造におけ

る ennma2）に暗号化を行っている。またアクセスのデ

ータベースはそのものにパスワードができるので他のコ

ンピュータから開くことが出来ない。ソフトウエアが動

作中に席を外さなければいけないとき、画面にロックか

けられるようになっている。以上が本ソフトのセキュリ

ティの全てである。万全ではないがセキュリティに関し

ては十分対策したつもりである。

８　おわりに

本ソフトは本校の教務手帳の形式にそってプログラム

を開発した。特に出席管理と個人情報については視覚

的、及び聴覚的にとらえられるよう工夫したが、まだ表

示法、操作性など細かい所を改良すべき点がたくさんあ

る。さらに不正な処理に対するエラー処理が十分とはい

えない。その他オンラインヘルプの作成、「学生指導必

携」の PDFファイル化などについても作成できる環境

を構成した。今日まで出欠についてはいろいろ議論され

てきたが一つも改善の方法が提案されなかった。本ソフ

トは一つの具体的な改善の方法を示した。コンピュータ

化のメリットは本ソフトのように付加価値を付けること

ができる。さらにデータベースにAccess型のファイル

を選んでいるためAccessやエクセルとも連結が容易で

ある。これらの強力な機能が利用できるためより一層の

教育的効果が上げられる。

本校では学生の成績管理については１５年度から

Webを使って入力が可能になった。本校の教員のアンケ

ートにあるようにほとんどの教員が成績処理にエクセル

を使用しているので学校の教務システムも是非エクセル

から直接入力できるように対処してほしい。こうするこ

とによって転記によるミスが減り本ソフトの価値が飛躍

的に増大するものと期待される。また本ソフトはネット

から簡単にデータの入力ができるよう改良することが可

能なのでより多くのデータ及び情報を簡単に自分の PC

に取り込むことが出来る。セキュリティや情報の保護の

面でかなり難しいと思われるが、教育的効果の面からみ

るとメリットが大きいので、データをWebから取得で

きる環境を構築してほしい。本校の場合教務システムは

完全に事務に所属しており教員の意見が全く反映されて

いないのでもう少し学校全体で使いやすいシステムにす

る必要がある。

PCは主に研究室、授業中において教員が使用する。

使用しない時は研究室のロッカーに鍵を掛け保管する。

さらに教員各人が本ソフトを授業に活用する上で、本

研究室では音声合成・音声認識の教材への組み込みを研

究している。今後積極的にこれらの技術をとりいれてマ

ルチメディア教育には欠かせない双方向性教材プログラ

ムの開発を行っていくつもりである。

参考文献

１）Microsoft Visual Basic プログラミング・ガイ

ド，1998

２）Smarttalk 取り扱い説明書（沖電気），1996

３）高専教育　２３号　2000

奈良工業高等専門学校　研究紀要　第40号（2004）24


